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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
の

理
想
を
胸
に

総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業
者
へ

1964. 1 「株式会社富山計算センター」設立

1966. 1 新潟事業所開設

1967. 4 東京事業所開設

1968. 8 名古屋事業所開設

1969. 3 高岡事業所開設

1970. 7 仙台事業所開設

1970. 10 「株式会社インテック」に社名変更

1970. 10 大阪計算センター開設

1972. 10 札幌出張所開設

1973. 5 金沢営業所開設

1973. 6 特定回線によるTSSサービス開始、翌年には公衆回線でも

1975. 10 富山相互銀行（現富山第一銀行）の総合オンラインサービス開始

1976. 2 九州計算センター開設

1976. 3 東京－大阪でTecAce Net専用線開通（1980年、通信網完成）

1976. 5 銀行オンラインシステムを韓国へ輸出、社員5名を派遣

1977. 9 医療情報システム「メディパック」発売

1978. 4 四国センター開設

1979. 10 地方自治体向け 住民情報オンラインシステム完成

① 新入社員と富山ビル 1975
② 入船事業所 昼休みのひととき 1965
③ 富山地鉄ビル マシン室U-120 1967
④ 丸の内事業所 マシン室 1968
⑤ 北日本放送社屋を借りてスタート 1964
⑥ 仙台事業所開設 1970
　 西泰蔵初代社長（右）金岡幸二第2代社長（中央）
⑦ 丸の内事業所 パンチ室（富山） 1968
⑧ 第39回取締役会で増資を決議、資本金1億円 1970 
⑨ 三菱電機物流推進本部のMOLDISオンラインセンターにて 1973
⑩ ジャパンTSSショー（大阪）1976
⑪ プログラミング風景 1967
⑫ 東京ビル（新宿）開所式 1979
⑬ データ入力端末機 Ace Mate IV 発売 1978
⑭ 金岡幸二社長渡米（米国コンピュータサービス産業調査団） 1968

　

イ
ン
テ
ッ
ク
が
創
業
し
た
１
９
６
４
年
は
、東
海
道

新
幹
線
が
開
通
し
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た

年
で
す
。当
時
非
常
に
高
価
だ
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

企
業
や
地
方
自
治
体
が
共
同
で
使
う
計
算
セ
ン

タ
ー
と
し
て
イ
ン
テ
ッ
ク
の
前
身「
富
山
計
算
セ
ン

タ
ー
」は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
か
ら
ま
も
な
く
、創
業
者
の
金
岡
幸
二
第
２

代
社
長
は「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
父
」と
呼
ば
れ
る
Ｊ
・

Ｐ・エッ
カ
ー
ト
と
会
見
し
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
」と
い
う
言
葉
に
出
合
い
ま
す
。電
気
や
水

道
の
よ
う
に
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
も
が
、自

由
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
…
。そ
の

言
葉
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
た
よ
う
な
衝
撃
を

受
け
、イ
ン
テ
ッ
ク
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

と
い
う
理
想
を
掲
げ
て
進
み
始
め
ま
し
た
。

　

１
９
６
６
年
の
新
潟
を
皮
切
り
に
、翌
年
に
は
東
京

に
進
出
。そ
の
後
、名
古
屋
、仙
台
、大
阪
、札
幌
、金
沢

と
次
々
に
事
業
所
を
開
設
し
ま
し
た
。１
９
７
０
年

に
は
社
名
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら

と
っ
て
イ
ン
テ
ッ
ク
に
変
更
し
ま
す
。そ
こ
に
は「
世

界
に
雄
飛
し
た
い
」「
情
報
産
業
の
中
核
企
業
で

あ
り
た
い
」と
い
う
強
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

 　

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
着
手
し
た
イ
ン

テ
ッ
ク
は
１
９
７
３
年
、特
定
回
線
に
よ
る
Ｔ
Ｓ
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
多
数
が
同

時
に
使
え
る
民
間
初
の
サ
ー
ビ
ス
で
、イ
ン
テ
ッ
ク
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
芽
生
え
で
し
た
。

　

１
９
７
５
年
に
は
富
山
相
互
銀
行（
現
富
山
第
一

銀
行
）の
総
合
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
ま

す
。事
務
処
理
の
効
率
化
は
も
ち
ろ
ん
、顧
客
情
報

の
一
元
化
を
実
現
し
た
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

　
「
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、そ
の
網
の
上
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
る
」と
い
う
新
し
い
発
想
で
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
、１
９
８
０
年
に
は
専

用
回
線
網「
Ｔｅｃ
Ａｃｅ
Ｎｅ
ｔ
」を
完
成
。所
有
す

る
各
地
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
10
数
基
を
接
続
し
、全

国
で
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
業
へ
の
取
り
組
み

も
始
ま
り
、独
自
設
計
の
小
型
情
報
機
器「
Ａｃｅ 

Ｍ
ａ
ｔ
ｅ
シ
リ
ー
ズ
」、総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」、医
療
情
報
シ
ス
テ
ム「
メ
デ
ィ
パッ

ク
」な
ど
を
相
次
い
で
開
発
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、富
山
か
ら
全
国
に
拠
点
を
広
げ
、

「
計
算
セ
ン
タ
ー
」か
ら
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業
者

へ
と
脱
皮
を
果
た
し
た
の
で
す
。　

1964－1979
イ
ン
テ
ッ
ク
は
１
９
６
４
年
１
月
11
日
、富
山
計
算
セ
ン
タ
ー
と
し
て
富
山
市
に
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
富
山
県
東
部
の
漁
師
が
豊
漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
る「
起
舟
の
日
」。

イ
ン
テ
ッ
ク
は
17
名
の
社
員
と
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
６
０
／
１
２
０
電
子
計
算
機
１
台
で
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
い
う
大
海
原
に
舟
出
し
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
、イ
ン
テ
ッ
ク
は
日
本
の
情
報
化
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
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新
し
い
通
信
の
時
代
へ

「
技
術
の
イ
ン
テ
ッ
ク
」と
し
て
成
長

①GTEテレネット社と業務提携の協議に入り、翌年、販売代理店契約を締結 1981
②特別第二種電気通信事業者として第１号認可 1985
③高性能パケット集線機「Ace Plex 600」自社開発 1985
④東京ビルのNCCルームでAce Telenetを集中管理 （1985年当時）
⑤金岡幸二社長、参院逓信小委員会で陳述 1985
⑥郵政省の衛星利用パイロット計画に参加 1983
⑦国際ヴァン株式会社設立 1987
⑧パソコン通信「Tri-P」を紹介
⑨大山研修センター
⑩JOYSOUND発表記念パーティー 1992
⑪中尾哲雄第3代社長、就任会見 1993
⑫名証2部上場 1982
⑬本社ビル タワー111

　

１
９
８
０
年
当
時
、日
本
の
通
信
は「
日
本
電
電

公
社（
現
N
T
T
）」が
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
テ
ッ
ク
は
業
界
の
先
頭
に
立
っ
て
通
信
回
線
の

完
全
自
由
化
を
求
め
、通
信
法
の
改
正
を
訴
え
ま

す
。そ
の
一
方
で
、将
来
の
民
間
開
放
を
視
野
に
入

れ
た
活
動
も
着
々
と
進
め
ま
し
た
。

　

最
先
端
の
パ
ケ
ッ
ト
通
信
技
術
を
も
つ
米
G
T
E

テ
レ
ネ
ッ
ト
社
と
業
務
提
携
し
た
１
９
８
２
年
、公

衆
電
気
通
信
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、中
小
企
業
向

け
の
Ｖ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。イ
ン

テ
ッ
ク
は
い
ち
は
や
く
パ
ケ
ッ
ト
交
換
方
式
に
よ
る

新
し
い
デ
ー
タ
通
信
網「　
　
　
　
　
　

」を
構

築
、翌
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。郵
政
省

の
衛
星
利
用
パ
イ
ロ
ッ
ト
計
画
に
も
参
加
し
、イ
ン

テ
ッ
ク
の
高
度
情
報
通
信
事
業
は
花
開
き
始
め

ま
し
た
。

　

１
９
８
５
年「
電
気
通
信
事
業
法
」が
施
行
さ

れ
、つ
い
に
通
信
の
自
由
化
が
実
現
す
る
と
、イ
ン

テ
ッ
ク
は
特
別
第
二
種
電
気
通
信
事
業
者
と
し
て

郵
政
省
か
ら
第
一
号
認
可
を
受
け
、日
本
初
の

Ｖ
Ａ
Ｎ
運
営
会
社
で
あ
る
日
用
品
雑
貨
の「
プ
ラ

ネ
ッ
ト
」や
食
品
業
界
V
A
N「
フ
ァ
イ
ネ
ッ
ト
」の

設
立
に
参
画
し
ま
し
た
。ま
た
、１
９
８
７
年
に
は
、

日
本
航
空
、東
京
電
力
な
ど
と
国
際
ヴ
ァ
ン
を
設

立
、国
際
電
気
通
信
事
業
も
展
開
し
ま
し
た
。

　

市
場
か
ら
も
大
き
な
期
待
を
集
め
、１
９
８
２
年

の
名
証
第
２
部
、１
９
８
４
年
の
東
証
第
２
部
に
続

き
、１
９
８
６
年
に
は
東
証・名
証
第
１
部
に
上
場

を
果
た
し
ま
す
。

　

１
９
９
１
年
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
続
き
、特
別
第
二
種

電
気
通
信
事
業
者
で
初
め
て
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
、こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
利
用
し
て
、ブ
ラ

ザ
ー
工
業
と
共
同
で
通
信
カ
ラ
オ
ケ「
Ｊ
Ｏ
Ｙ

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
」を
開
発
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
代
後
半
に
は
、情
報
処
理
に
か
わ
り

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
が
売
上
の
主
力
と
な
り
ま
し

た
。シ
ス
テ
ム
の
多
様
化
、高
度
化
が
進
む
中
、三
菱

銀
行
の
第
三
次
オ
ン
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
大
規
模
シ
ス

テ
ム
を
次
々
に
構
築
し
、お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係

を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、日
本
ア
イ
・ 

ビ
ー・エ
ム
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
ー
の
基
本
ソ
フ

ト
の
開
発
も
担
当
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
９
年
に
は
イ
ン
テ
ッ
ク・シ
ス
テ
ム
研
究
所

を
設
置
、通
信
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、Ａ
Ｉ
な
ど
先
端

技
術
の
研
究
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
す
。研
究
成

果
を
応
用
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
に
も
取
り
組
み
、画

像
処
理
技
術
を
用
い
た
降
雪
観
測
シ
ス
テ
ム
や
Ａ
Ｉ

金
利
予
測
シ
ス
テ
ム
な
ど
、ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ス
テ
ム
を

数
多
く
実
用
化
し
ま
し
た
。

　

創
業
以
来
右
肩
上
が
り
で
業
績
を
伸
ば
し
て
き

た
イ
ン
テ
ッ
ク
で
し
た
が
、バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た

１
９
９
３
年
度
に
は
減
収
減
益
と
な
り
厳
し
い
試

練
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。１
９
９
３
年
、創
業
者
の

金
岡
幸
二
社
長
が
急
逝
し
、新
た
に
就
任
し
た
中

尾
哲
雄
社
長
に
よ
っ
て
イ
ン
テ
ッ
ク
の「
第
二
創
業

期
」が
始
ま
り
ま
し
た
。　

1980－1994
1982. 3 米GTEテレネット社と販売代理店契約

1982. 11 名証2部上場

1983. 4 行政情報オンラインシステム「CIVION」発売

1983. 4 大分センター開設

1983. 10 パケット交換サービス開始

1984. 2 広島センター開設

1984. 11 東証2部上場、1986年には東証・名証1部上場

1985. 4 特別第二種電気通信事業者として郵政省から第1号認可

1985. 8 日用品雑貨業界VAN「プラネット」設立

1986. 4 食品業界VAN「ファイネット」設立

1987. 4 福井出張所開設

1987. 9 「国際ヴァン株式会社」設立　

  翌年、日米間の付加価値通信サービス開始

1988. 1 パソコン通信「Tri-P」サービス開始

1990. 1 大山研修センター竣工

1990. 8 インテック横浜ビル竣工

1991. 10 ISDNサービス開始

1992. 10 ブラザー工業と共同で通信カラオケ「JOYSOUND」発売

1993. 10 長野公共センター開設

1994. 4 富山市に本社ビル「タワー111」竣工

1994. 12 ニコンと共同で、病理・細胞診検査業務支援システム「EXPath」発売
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他
分
野
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
企
業
へ

①豪テルストラ社との調印式 1998
②パワー・アンド・IT 設立記者会見 2009
　金岡克己第5代社長（右）
③インテックキッズホーム
④アット東京
⑤パワー・アンド・IT
⑥インテック万葉スクエア
⑦インテック上海設立
　宮地秀明第4代社長（中央） 2007
⑧インテック武漢10周年 2013
⑨インテック システムズ バンコク開所式、
　僧侶9人による読経 2012
⑩ITホールディングス発足 2008
⑪東京本社ビル
⑫創立50年記念社員の集い 2013

　

１
９
９
５
年
、　　
　
　
　

 

が
発
売
さ
れ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
爆
発
的
な
広
が
り
を
み
せ
ま
す
。情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
が
加
速
度

的
に
進
化
し
、Ｉ
Ｔ
革
命
と
よ
ば
れ
る
大
き
な
変
化

が
社
会
に
起
こ
り
ま
し
た
。イ
ン
テ
ッ
ク
は
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
提
携
し
、新
た
な
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
に
は
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
と

連
携
し
、生
命
科
学
研
究
や
創
薬
な
ど
を
Ｉ
Ｔ
で

支
援
す
る
ゲ
ノ
ム・イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
事
業
を
開

始
し
ま
す
。同
じ
年
、三
菱
商
事
や
日
本
生
命
、豪

テ
ル
ス
ト
ラ
な
ど
の
資
本
参
加
を
得
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク・エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
を
分
社
化
し
イ
ン
テ
ッ
ク 

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
を
設
立
。さ
ら
に
、ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
分
野
で
は
１
９
９
８
年
、日
本
ア
イ・

ビ
ー・エ
ム
と
提
携
し
、事
業
の
一
層
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
F3（
エ
フ
キ
ュ
ー
ブ
）」や「
快
速
サ
ー

チ
ャ
ー
」「ｅ
│

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｎ（
現
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
│

７

ｔ
ｈ
）」な
ど
、現
在
に
続
く
数
多
く
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
事
業
領
域
を
広
げ
る
中
、と
く
に
力

を
注
い
だ
の
が
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
で
す
。各
地
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
次
々
に
強
化
、２
０
０
０

年
に
は
東
京
電
力
と
と
も
に
世
界
最
大
規
模
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー「
ア
ッ
ト
東
京
」を
設
立
し
ま
し

た
。２
０
０
０
年
代
後
半
に
入
る
と
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る「
ク

ラ
ウ
ド
」が
注
目
さ
れ
、そ
の
重
要
性
が
急
速
に
高

ま
り
ま
し
た
。イ
ン
テ
ッ
ク
は「
パ
ワ
ー・ア
ン
ド・Ｉ

Ｔ
」、「
万
葉
ス
ク
エ
ア
」な
ど
次
世
代
型
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
を
相
次
い
で
新
設
、２
０
１
２
年
に
は
所
有

す
る
首
都
圏
、北
陸
、関
西
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
高

速
回
線
で
結
ぶ
、国
内
初
の「
広
域
仮
想
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、お
客
さ
ま
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を
支
え

る
た
め
、２
０
０
３
年
に
中
国・武
漢
に
オ
フ
シ
ョ
ア

開
発
拠
点
を
開
設
し
、続
い
て
上
海
、大
連
、バ
ン
コ

ク
、ホ
ー
チ
ミ
ン
に
事
業
所
を
設
置
、中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
を
中
心
に
着
実
に
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
に
は
Ｔ
Ｉ
Ｓ
と
持
株
会
社
Ｉ
Ｔ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
設
立
し
経
営
を
統
合
、両
グ

ル
ー
プ
の
経
営
資
源
を
共
有
し
、情
報
サ
ー
ビ
ス
の

ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
事
業
規
模
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

創
立
以
来
、イ
ン
テ
ッ
ク
が
目
指
し
て
き
た「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ・ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
社
会
」は
、今
ま
さ
に
現

実
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。イ
ン
テ
ッ
ク
は

よ
り
豊
か
で
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に

「
ク
ラ
ウ
ド
」や「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」に
積
極
的
に
取
り

組
み
、高
齢
化
や
食
の
安
全
、健
康
、農
業
な
ど
新

た
な
分
野
へ
の
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

17
名
で
舟
出
し
て
か
ら
半
世
紀
。さ
ま
ざ
ま
な

業
界
の
お
客
さ
ま
か
ら
信
頼
を
い
た
だ
き
、お
か
げ

さ
ま
で
イ
ン
テ
ッ
ク
３
７
０
０
名
、グ
ル
ー
プ
６
０
０
０

1995－20141995. 7 電子帳票システム「快速サーチャー」発売

1997. 5 IPネットワークサービス「EINS」開始

1998. 10 日本IBMとアウトソーシング分野で業務提携

1999. 5 インテック東京ビル竣工

2000. 6 東京電力とデータセンター事業の「株式会社アット東京」設立

2003. 10 愛媛センター開設

2003. 11 湖北省武漢市に「インテック武漢」設立

2006. 6 富山市にインテック本社前ビル（ポートラムスクエア）竣工

2007. 1 インテック武漢上海分公司設立　※2010.12　インテック上海として独立

2007. 3 事業所内託児所「インテックキッズホーム」開所

2008. 4 TISとともに、共同持株会社「ITホールディングス株式会社」を設立

  山口センター開設

2009. 8 北陸電力とデータセンター事業の「株式会社パワー･アンド・IT」設立

2010. 4 食品流通業界向けのクラウド型トレーサビリティサービス「i-TRe」提供開始

2010. 7 富山県高岡市に「インテック万葉スクエア」竣工

2012. 2 バンコクに「インテック システムズ バンコク」設立

2012. 4 遼寧省大連市に「インテック大連」設立

2012. 6 広域仮想クラウドサービス「EINS WAVE」の提供開始

2014. 1 創立満50年

インテック50年のあゆみ

W
indow

s95

名
の
企
業
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
お
客
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
と
と
も
に
、未
来
を

デ
ザ
イ
ン
し
企
業
や
産
業
、社
会
の
新
し
い
価
値
を
創

造
す
る「
社
会
シ
ス
テ
ム
企
業
」へ
と
成
長
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

②③

④

①

⑥⑦ ⑤

⑧

⑨⑩

⑪

⑫

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
基
盤
に



そして未来へ  新分野へ挑戦

食の安心・安全

EMS（エネルギーマネジメント）
次世代自動車

 アグリビジネス・
6次産業化ヘルスケア

（医療・介護）

富山DC 万葉DC

大阪第2DC 大阪DC

東京DC 横浜DC

北陸地区

VDCネットワークVDCネットワーク
（Layer2 VPLS High-Speed BackboneLayer2 VPLS High-Speed Backbone）（Layer2 VPLS High-Speed Backbone）
VDCネットワーク

首都圏地区
関西地区

BIGBIG
DATA
BIG
DATA

高速かつ安全なVDCネットワーク
（EINS WAVE）

いきいきシニア倍増計画

植物工場

動態管理（i-Lism）

テレマティクス

スマートモビリティ

アグリICT

三陸水産物  i-TRe

ビッグデータの
柔軟な分析・利用環境

充電ステーション

動態管理サービス
i-Lism（アイリズム）

GPSを用いて位置情報を提供するクラウドサービスで
す。車や荷物など動くモノや人の位置などをリアルタイム
で取得し、地図上に表示できます。（裏表紙の広告参照）
　
プラットフォームビジネス事業部
http://www.intec.co.jp/service/detail/i_lism/

富山市をフィールドに、日経BP社や角川
介護予防センターほかと共同で、元気に
活動するシニアを増やすプランを提案、
実行しています。最新の血圧計や活動量
計とインテックのヘルスケアプラットフォ
ームを連携してデータを蓄積、高齢者の
パーソナルケアの充実に役立てていま
す。また、街歩きイベントなどを通して高
齢者の社会参加や世代間交流を図って
います。
　
社会システム事業部
http://ikiiki-toyama.jp/

食品の安全を安心につなげる
i-TRe（アイトレ）
食品の安全を消費者の安心につなげる
トレーサビリティシステムです。食品の提
供者が説明責任を果たすための情報の収
集・管理の仕組みをクラウド型のサービス
として提供しています。（22ページ参照）
　
流通ビジネス室　http://www.i-tre.jp/

ヘルスケア
プラットフォーム

ヘルスケアプラットフォーム

健診データと連携して生活習慣改善につなげる
クラウド型の健康管理サービスです。特定保健指
導にも完全対応しています。日々のカラダとココ
ロの状態をスマートフォンで記録できる個人向
けの機能もあり、自分の健康に気をつかう習慣が
自然と身につきます。
　
社会基盤営業部　http://superphoenix.jp/

専門部門を設置

2013年10月にユビキタスプラット
フォーム事業開発室を設置、「ビッグ
データ」の活用に向けて情報通信基
盤を整備しています。今年4月にはテ
レマティクス事業推進室、ビッグデー
タ事業推進室、アグリビジネス推進室
を新設し、積極的に新規事業を企画
推進していく体制を整えました。

「歩いて暮らせるまちづくり」への取り組み
富山まちあるきICTコンシェルジュ事業
インテックは産官学共同で、富山市の掲げる「歩いて暮らせる
まちづくり」の実現に取り組んでいます。サイネージやスマー
トフォンに街歩きの情報を配信し、ICTを利用したイベントを実
施するなどして市街地の活性化を図っています。また、歩行者
動態情報をビッグデータとして収集・分析し、将来のまちづくり
計画への活用も進めていきます。（24ページ参照）
　
環境未来都市事業推進室
http://www.ict-concierge.net/

交通ICT・まちづくり

ユビキタスプラットフォーム

環境未来都市（富山市）

いきいきシニア倍増計画
in とやま

　

イ
ン
テ
ッ
ク
は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術

を
と
も
に
保
有
す
る
企
業
と
し
て
、い
つ
で
も
、ど
こ
で

も
、だ
れ
も
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
パ
ワ
ー
を
利
用
で
き
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ・ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
」社
会
が
、50
年
の
歳
月
を
経

て
、ま
さ
に
現
実
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
、イ
ン
テ
ッ
ク
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し

て
、「
社
会
シ
ス
テ
ム
企
業
」へ
の
転
換
を
掲
げ
、舵
を
切

り
ま
し
た
。時
代
を
先
読
み
し
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

次
々
と
提
案
す
る
こ
と
で
、明
日
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
き
ま
す
。高
齢
化
や
食
の
安
全
、健
康
、

農
業
、街
づ
く
り
な
ど
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
に
挑
戦
し
、

産
業
や
社
会
の
高
次
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
化
し
つつ
あ
る「
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

は
、ま
さ
に「
社
会
シ
ス
テ
ム
企
業
」へ
の
第
一
歩
と
い
え

ま
す
。今
期
よ
り
、環
境
未
来
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、ヘ
ル

ス
ケ
ア
関
連
サ
ー
ビ
ス
、ア
グ
リ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
が
形
と

な
っ
て
、本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
深
く
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
私
た
ち
の
生
活
の
す
べ
て
に
存
在
し
、す
べ
て
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

「
社
会
シ
ス
テ
ム
企
業
」
へ
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